
ハ
註
四
)

ハ
設
五
)

(
註
六
)

「
傾
天
地
之
紀
」
等

(
詳
し
く
は

「
封
締
」
「
獲
援
鼎
」
「
、
部
日
推
策
」

史
記
寅
帝
本
記
考
に
あ
る
)

霊
加
川
俊
郎
「
司
馬
還
の
研
究
」
ハ
毘
漢
思
想
の
研
究

?
ω
∞
ω〉

史
実
に
対
す
る
主
観
的
批
判
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
が
「
無
験
」
「
無
数
」

と
か
、
践
は
「
天
子
捺
怠
厭
方
土
之
怪
迂
盟
問
英
、
然
様
探
不
絶
」
等
の
形
、

叉
諸
方
士
の
践
衰
の
記
述
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
封
撚
審
全
般
の
構
成
は
、

客
観
的
な
記
述
で
あ
る
o

史
記
著
作
考
(
岩
村
忍
訳
℃
・
ご
日
)

こ
れ
等
の
資
軒
比
較
は
、
詳
し
く
は
「
史
記
策
帝
本
記
考
」
に
あ
る
o

緯
書
に
お
り
る
黄
一
常
に

総
意
聞
は
個
人
の
詠
一
作
で
は
な
く
、
叉
或
る
限
定
さ
れ
た
，
時
代
の
創
作
で
も
な

く
、
そ
の
中
に
は
般
国
以
来
の
九
流
百
家
の
説
が
混
入
し
℃
い
る
。
(
ご
即
ち

そ
れ
ち
務
家
の
経
典
乃
五
停
説
の
一
種
の
解
説
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
現
存
す
る
緯
警
は
、
漢
以
後
の
文
献
が
各
々
の
立
場
で
引
用
し
た
断
片
的
侠

文
を
牧
輯
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
如
何
な
右
性
質
の
解
説
で
あ
る
か
明
確
で
は
な

い
。
か
、
ご
の
緯
警
を
同
一
安
料
と
し
て
扱
ろ
と
と
は
危
険
で
あ
り
、
と
れ
を
対
象

と
す
る
場
合
は
、
一
つ
の
全
体
、
と
し
て
見
る
と
い
う
仮
設
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併
し
そ
れ
が
緯
警
と
総
一
括
さ
れ
お
以
上
、
喜
一
く
一
小
統
一
な
、
断
片
的
記
事
の

集
合
体
で
は
な
く
、
或
る
時
代
の
、
或
る
共
還
の
意
図
を
持
つ
集
窃
の
人
々
が
、

自
的
を
以
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
或
お
体
系
を
持
ク
と
思
わ
れ

緯
替
を
検
す
る
と
、
古
代
帝
王
の
傍
説
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
こ
と

(
註
七
)

こ
の
事
に
つ
い
て
関
川
崎
氏
(
司
馬
選
と
難
問
、
史
林
第
十
七
巻
一
ニ
号
)
は

司
馬
遷
の
立
場
を
極
め
て
消
極
的
に
認
め
て
居
ら
れ
る
が
、
私
は
平
岡
氏

(
五
帝
本
紀
の
新
研
究
、
支
那
学
、
巻
八

?
E
U
)
が
「
周
未
秦
漢
の
大

一
一
統
帝
国
の
意
識
か
ら
生
ま
‘
れ
た
国
家
史
的
反
省
、
か
、
以
て
中
華
の
始
祖

た
る
べ
き
も
の
と
観
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
ふ
資
料
判
取
扱
ひ
に
対
す

る
積
極
的
立
場
を
認
め
る
o

前
掲
、
平
岡
氏
説
(
℃
・
{
会
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
に
て
次
の
機
会
に
ゆ
づ
る
。

i¥ i¥ 

註註
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中

本す

己
1
4

J

誌

入

し、

て
に
気
附
く
o'
今
そ
れ
を
列
挙
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
〈
)
内
は
回
数
を
一
示
す

伏
議
ハ
お
)
燈
人
(
8
)
女
鳩

(
3
〉
神
農
(
日
)
焚
帝
(
但
〉
少
同
時
(
っ
こ

絞
顎
(
日
〉
帝
饗

(
5
)
発
(
切
〉
舜
(
治
)
高
〈
泣
〉
以
下
路
〈
二
〉

と
れ
等
は
、
現
存
終
審
全
体
に
沿
い
で
、
決
し
て
軽
視
出
来
な
い
部
分
を
占
め

て
い
る
。
特
に
寅
帝
ね
関
す
る
停
説
は
多
い
。
そ
と
で
緯
警
の
焚
帝
を
把
握
す
る

と
と
は
緯
書
が
、
如
何
な
る
体
系
を
持
ち
、
如
何
な
る
意
図
に
よ
づ
て
作
成
さ
れ

た
か
を
知
る
一
つ
の
手
懸

p
と
、
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

安
帝
停
説
は
、
九
十
一
条
も
の
多
き
に
逮
す
る
が
、

の
如
く
に
な
る
。
(
数
字
は
回
数
)

〈
1
)
資
帝
名
軒
、
北
斗
安
神
之
精
、
母
地
紙
之
女
附
費
、
之
郊
野
、
大
意
鏡
枢

斗
星
耀
、
感
附
費
生
軒
戦
。
胃
文
日
黄
山
知
子
。
〈
河
図
援
短
起
、
御
覧
七
十
九

引
〉

そ
れ
を
類
別
す
る
と
、
左

4 



へ
の
ム
〉
賀
帝
龍
顔
、
得
天
庭
問
閥
、
上
法
中
宿
、
取
象
文
回
目
σ

行
大
義
巻
五
引
〉

5

(
3
U

焚
帝
将
興
、
有
質
管
赤
頭
、
立
子
日
努
、
有
占
問
、
焚
者
土
精
、
赤
者
火

精
、
一
関
者
賞
也
。
(
春
秋
合
誠
図
、
御
覧
八
百
七
十
二
引
)

出
列
帝
将
興
、
費
一
雲
升
子
堂
。
〈
春
私
演
孔
図
、
芸
文
類
素
引
〉

焚
帝
起
、
大
峨
見
。
〈
問
凶
、
御
凶
九
九
百
四
十
七
引
〉

出
火
荷
時
麟
夜
間
、
務
烏
来
儀
c

〈
《
問
書
中
候
。
芸
文
類
素
引
〉
日

〈
4
〉
焚
帝
遊
玄
間
協
一雄
上
、
鼠
ハ
大
司
馬
答
光
等
陥
観
、
鳳
皇
街
図
宣
布
前
、
有
再

拝
受
凶
。
〈
春
秋
ム
ロ
一被
図
、
天
地
瑞
祥
志
巻
十
八
引

)

7

焚
帝
東
~巡十初日一治
、
亀
誓
成
赤
サ
〈
検
字
、
以
授
軒
線
。
〈
中
侠
検
問
謀
、
占
経
一

宵
二
十
引

)

2

究
出
初
拶
治
…
中
一
翠
婦
之
来
、
龍
図
繭
葉
朱
文
授
之
。
〈
河
図
、
李
嶋
雑
一
詠
一
百
二

十
首
注
引
〉

3

資
帝
受
図
立
五
始
、
一
冗
者
気
之
始
。
十
存
者
四
時
之
始
、
王
者
受
命
之
始
、
正
月

者
政
教
之
始
、
公
即
位
者

一
凶
之
始
。
(
春
秋
一
冗
命
否
、
帝
都
秋
穀
梁
体
謄
一
冗
年

疏
引
〉

5

〈
5
〉
袈
人
興
起
、
不
知
共
始
、
蛍
吹
律
欝
撃
、
以
ト
共
姓
、
安
帝
吹
律
以
定

姓
、
是
也
。
〈
日
仰
民
法
籾
刑
務
、
御
覧
十
六
引

)

2

〈
6
)
焚
荷
山
来
日
成
池
。

(
楽
叶
凶
徴
、

舞
以
注
引
〉

4

〈
7
〉
賀
布
受
地
形
、
象
天
文
、
以
制
官
。
(
論
語
楼
考
・
問
鵡
序
引

)
4

(
8
〉
資
帝
仰
於
風
后
、
風
后
話
口
於
伏
毅
氏
之
道
.
推
街
陰
陽
之
事
J

(

春
秋
門

事
、
後
漢
撃
張
術
的
四
引

)

5

〈
9
)
資
格
以
徳
行
、
安
充
血
(
焚
帝
戦
(
鰻
斗
威
儀
、
間
鵡
慰
問
疏
引
〉

3

〈
日
〉
賞
荷
停
十
悦
千
五
百
年
。
〈
春
秋
命
廃
序
、
鮮
樵
通
志
引
)

一
一
一
義
一
一
一
正
、
伏
義
建
賀
、
神
農
建
丑
、
貿
帝
建
子
。

〈
純
待
命
徴
、

Z
h一一凶山
民

輯
侠
脊
引
〉

6

十太
徴
官
有
五
布
臨
昼
、
蒼
者
共
名
日
算
成
仰
、
赤
帯
其
名
日
赤
泌
が
怒
、
自

〈
春
秋
元
命
在
、
五

帝
共
名
目
白
括
経
、
黒
ザ
ザ
主
ハ
名
目
汁
光
紀
、
安
帝
土
ハ
名
日
合
枢
紐
。

硲
鈎
、
左
停
ぽ
廿
塾
市
郊
疏
引
〉

〈
立
)
北
ハ
他
断
片
的
資
料

9 17春
秋
文

右
の
類
加
を
考
察
す
る
と
、

(
6
)
「安
祐
楽
日
成
地
」
は

銃
に
口
口
賢
一
古
漆
@

荘
子
天
下

・
夫
運

・
周
礼
春
官
等
花
、〈
7
〉
天
子
と
し
て

の
功
徳
は
、
左
体
昭
十

七
年
体
、
史
記
五
有
木
紀
に
、

(
8
〉
風
后
と
の
関
係
は
、
列
一
寸
賀
布
、
一
出
荷
覧

丘一
、
五
祐
本
紀
に
、
(
9
〉
蛍
九
一
ん
と
の
戦
は
、
戦
国
索
然
、
在
子
盗
一品
に
、
各
一
た
そ

の
裂
が
古
〈
存
す
る
が
、
殆
ど
展
開
し
、た
跡
が
認
め
ら
れ
や
、
終
撃
は
当
時
抗
に

定
着
し
て
い
左
士
口
停
説
を
、
そ
の
ま
〉
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
。
(
印
)
治
泣
年

数
廃
法
等
は
、
終
蓄
の
斜
，
作
と
思
わ
れ
る
が
、
安
荷
停
説
と
し

て
は
、
非
常
に
断

片
的
で

あ
石
の
で
、
別
の
機
会
に
論
じ
度
い
。

ハ
ロ
)
「
究
荷
主
ハ
名
日
合
枢
紐
」
は

五
帝
鹿
屋
の
究
帝
で
あ
る
。
か
く
す
る
と
、

(
1
〉〈
2
)
〈
3
〉〈

4
〉
(
5
)
だ

け
が
、
緯
警
に
治
け
る
資
帝
僻
説
の
特
典
な
却
…
と
し
て
残
る
。

一(20)ー

四

〈
1
)
は
.焚
ぃ
和
の
母
い
か
比
斗
枢
星
K
感
じ
て
彼
を
生
ん
だ
、
と
す
る
体
説
で

あ
る

が
、
と

の
種
の
感
生
布
説
(
三
)
は

.
'脱
K
詩
経
玄
鳥
.
長
発
wh
玄
め
に
よ
治
殿
山
肌

の
体
説
が
存
す
る
。
〈
完
も
毛
停
は
感
生
祐
説
と
は
し
な
い
が
)
、
廷
に
が
ぶ
辞
に
も

天
間

・
忠
美
人
に
玄
鳥
、
離
騒
に
鳳
皇
に
よ
る
泌
が
見
出
せ
る
u

(

鳳
忠
一
午
も
玄

烏

・
即
ち
琉
…
で
あ
る
〉
。
(
凶
)
呂
覧
一
一
帯同
一初
に
は
、
北
一官
の
起
源
沿
い
}
説
明
し
た
条
で

は
あ
る
が
、
「
紘
一
議
二
卯
」
の
記
事
が
あ
る
。
詩
経
、
楚
辞
の
記
載
が
、
感
生
部

説
か
、
否
か
は
、
問
題
で
あ
る
が
〈
五
)
.
玄
烏
と
あ
る
の
み
で
、
白
隠
に
始
め
て
卯

と
な
ク
て
い

る。

と
れ
が
感
生
諸
説
と
し
て
形
を
鞍
え
た
の

は
、
史
記
般
本
紀
の

「一一
一
人
行
浴
、
見
玄
烏
堕
卵
、
簡
私
取
春
之
、
民
'
学
生
契
。
」

で
あ
る
ご
ハ
〉
。

虫

記
に
は
、
五
有
本
紀
及
び
夏
、木
紀
に
感
生
帝
説
は
な
く
、
般
本
紀
に
始
め
て
現
わ



れ
て
い
る
。
と
れ
に
対
し
て
)
史
遷
は
そ
の
賛
で
、
「
余
以
鎖
次
契
之
事
。
」

説
明
し
て
い
る
。
併
し
商
術
、
の
み
を
資
料
と
し
た
の
で
は
、
か
〉
る
体
説
の
形
成

は
不
可
能
で
あ
り
、
楚
辞
・
呂
覧
の
記
事
司
又
は
放
民
族
が
玄
鳥
を
妊
娠
神
と
し

て
信
仰
し
て
い
た
と
と
〈
七
〉
等
も
、
考
慮
し
た
上
と
思
わ
れ
る
。
続
い
て
府
本
紀

に
は
、
「
萎
源
出
野
、
見
五
人
獄
、
心
欣
然
説
、
欲
践
之
.
践
之
而
身
動
、
加
学

者
ー
滞
期
而
生
子
」
と
‘
后
制
慌
の
諮
が
あ
る
。
と
れ
は
詩
経
生
民
に
践
に
撃
っ
た
形

が
あ

p
、
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
た
の
で
あ
る
う
。
秦
木
紀
に
は
、
「
女
体
川
級
、
玄

鳥
間
関
卵
、
女
作
容
之
、
生
子
大
業
」
と
、
契
と
殆
ど
同
一
の
形
が
あ
る
。
別
の
形

と
し
て
は
、
高
組
本
紀
に
、
「
劉
相
川
嘗
息
大
深
之
除
、
夢
輿
神
遇
是
時
電
信
晦

也、

築
、
大
公
役
視
、
則
見
絞
龍
於
共
上
、
己
而
有
身
、
遂
践
高
組
」
と
、
蚊
読
む
よ

る
体
説
が
あ
る
。
と
れ
怯
如
何
な
る
資
料
に
恭
い
た
か
、
明
確
で
な
い
が
、
新
ら

し
い
俗
説
と
思
わ
れ
る
(
八
百
史
記
以
後
は
、
列
女
体
、
拾
法
記
等
に
契
の
、
央

越
春
秋
に
后
桜
の
、
感
生
帝
説
が
見
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
古
停
か
ら
の
展
開
は
認

め
ら
れ
な
い
。
以
上
の
外
は
、
央
越
春
秋
に
、
「
得
意
政
而
一
帯
之
」
と
、
市
内
の
感

生
帝
説
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

と
れ
に
対
し
、
緯
叢
は
五
十
余
の
感
生
帝
説
を
有
し
、
そ
の
中
に
は
も
前
漢
の

文
献
に
は
存
し
な
い
形
が
多
数
合
ま
れ
て
い
お
。
と
れ
を
緯
警
の
帝
序
に
よ
ク
て

配
列
す
る
と
、

A
表
の
如
く
に
な
る
。
即
ち
古
俸
の
契
の
玄
烏
卯
・
后
桜
の
亙
人

接
、
再
の
驚
弦
は
、
そ
の
ま
〉
緯
警
に
も
存
し
、
高
耐
の
絞
誌
は
赤
龍
、
赤
鳥
と

変
じ
て
い
る
。
叉
龍
に
よ
る
者
は
、
相
生
的
五
徳
説
の
火
徳
で
あ
る
神
農
・
義
、

大
跡
は
木
一徳
で
争
る
伏
毅
ハ
九
〉
の
み
に
限
定
さ
れ
、
と
れ
と
高
組
の
絞
誌
が
火
徳

を
一
ホ
オ
ー赤
龍
・
赤
烏
〈
一
(
)
〉
に
移
ク
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
緯
警
の
感
生
帝

説
形
成
に
は
、
漢
を
火
徳
と
す
る
相
生
的
五
線
が
仇
い
て
い
た
と
間
加
わ
れ
る
。

更
に
原
拠
不
明
の
感
生
帝
説
を
検
す
る
と
、
資
帝
の
北
斗
枢
星
・
大
虹
・
朱
宣

の
大
屋
、
続
演
の
務
光
、
舜
の
大
虹
、
高
の
流
星
等
、
殆
ど
星
辰
、
大
虹
で
あ

る
。
と
の
属
性
を
考
え
る
と
、
北
斗
枢
還
は
「
中
宮
大
帝
、
共
精
北
極
星
」
(
春

秋
文
畷
鈎
?
史
認
索
癒
引
〉
と
、
中
央
土
民
配
さ
れ
、
大
星
は
「
金
精
」
(
備
蓄

伏
畿
大
跡
・
大
人
迩

2
一

喜

首

一

言

"す

斗

枢

思

一

・

大

虹

一

M
巴
大
戸

l

i

-

-

一

金

語

ハ

一

議

光

一

水

引
一
副
引
川
|
一
ペ

悲

均

一

室

「

川

l

舜

一

大

紅

一

土

1
1
1

一
明
日
一
晴
同
l
i
l
l
一

i

金

政

契

一

玄

白

一

水

湯
一
由
民

間
後
桜
一
応
一
日
A

S

一
木

文
王
一
長

K

大

人

了

i
E引
引

引

可

川

凶
間
一
む
一
い

孔

子

一

躍

が

一

と

表A 

木

帝
命
験
注
、
御
覧
入
十
二

引
)
と
あ
り
、
孫
免
は
「
黒
」

(
，
春
秋
迷
斗
枢
、
壁
紙
光
殿
賦

注
引
〉
即
ち
水
に
配
さ
れ
、

大
虻
は
土
に
配
さ
れ
お
枢

星
・
摂
忠
一
一
〈
一
ご
、
(
森
秋

巡
斗
枢
御
覧
十
四
引
〉
と

結
合
し
、
叉
大
虹
に
よ
る
究

布
・
舜
は
共
に
土
穂
、
星
辰

に
よ
る
朱
立
・
高
は
金
徳
と

な
り
、
司
令
一
く
相
生
説
7
C
符
合

す
る
。
そ
と
で
、
緯
寄
む
感

生
官
説
は
、
古
停
の
存
す
る

も
の
は
そ
の
ま
〉
踏
襲
し
、

次
に
そ
の
形
を
羽
生
的
五
徳

説
に
よ
る
同
徳
の
帝
王
に
敷

初
し
、
そ
れ
以
外
は
五
行
に

配
当
さ
れ
た
星
辰
・
大
町
一
等

を
以
て
、
緯
著
作
者
が
創
作

し
た
、
と
救
測
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
れ
故
、
星
一
灰
・

大
虹
に
よ
る
感
生
布
説
と
そ

'-(21)ー

火土

最
も
緯
書
的
と
云
え
る
。

で
は
、
星
反
政
如
何
た
る
性
質
を
有
し
た
か
。
崎
将
ム
著
作
者
は
「
息
一
之
為
ι
一一向精」

(
春
秋
説
題
辞
、
隠
雄
疏
引
)
「
天
有
五
帯
、
五
星
為
之
使
」
〈
春
秋
一
元
命
省
、

占
経
十
八
引
)
と
、
精
又
は
天
子
の
使
者

ιし
て
い
る
。
と
れ
と
地
上
の
布
と
の

関
係
は
、
「
北
部
五
精
之
称
、
天
有
五
帯
、

紘一m
居
太
徴
、
降
一
神
以
生
聖
一
人
、
政
布
者



承
天
立
五
府
。
」
(
山
間
警
帝
命
験
…
法
ν

と
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
克
に
「
徳
合
必
反

者
一
御
昼
、
感
五
帝
庄
屋
者
総
帝
」
〈
中
俣
勅
省
図
、
奥
記
正
義
引
〉
と
も
あ
り
、

原
一
肢
は
天
窓
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
一
。

焚
帝
の
北
斗
枢
星
に
よ
る
感
生
帝
説
は
、
か
く
し
て
終
警
作
者
に
よ
り
創
作
さ

れ
、
そ
れ
は
賀
帝
い
か
天
の
一
安
帝
の
子
で
お
り
、
生
得
一
一
間
に
一
切
豆
た
る
の
資
格
を
具

え
て
い
お
と
と
を
、
鋲
一
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

、
〈
2
〉
は
焚
帝
は
龍
顔
に
し
て
、
身
体
は
忠
一
辰
を
象
る

b

と
す
る
俸
説
で
あ
る
。

と
の
税
額
の
例
は
、
神
間
夜
、
舜
に
も
見
ら
れ
、
史
'
記
高
組
本
紀
に
は
、
「
降
準
而

穏
顔
」
と
あ
る
。
と
れ
は
当
時
霊
獣
と
し
て
定
評
の
吾
川
/
た
龍
(
二
一
〉
と
結
合
せ

し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
帝
王
の
超
人
間
的
性
格
を
、
主
張
し
た
の
で
あ
石
う
。
叉

身
体
が
恵
一
皮
を
象
ク
た
と
す
る
例
も
、
伏
裁
・
額
四
川
ハ
・
帝
閥
仰
向
・
免
・
舜
等
に
存

し
、
何
れ
も
五
行
犯
岡
山
当
さ
れ
る
星
出
庶
民
象
ク
て
い
る

0

・
帝
王
が
天
帝
の
子
で
あ

お
以
上
、
当
然
起
る
体
説
で
あ
ろ
う
。

」、
」
ノ

(
3
〉
は
、
突
帝
興
起
、
叉
は
治
世
り
時
、
資
雀
、
資
雲
、
大
蝦
、
鱗
、
鷲
鳥
等

が
現
わ
れ
た
、
と
す
る
一
連
の
停
説
で
あ
る
。
と
れ
は
、
「
王
者
徳
至
子
地
別
朱

章
生
、
料
一
一
爽
率
、
嘉
禾
成
、
楚
衛
生
。
」
〈
孝
経
援
神
契
、
大
戴
札
慮
弁
注
引
〉
と

あ
る
如
く
、
一
切
の
自
然
現
象
を
政
治
現
象
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
し
、
天
子
が
聖

徳
を
以
て
統
治
す
る
際
に
は
、
突
は
と
れ
を
嘉
し
て
複
々
の
吉
祥
を
現
わ
す
、
と

す
る
瑞
祥
で
あ
る
。
と
れ
も
焚
帝
の
み
な
ら
守
、
伏
畿
、
神
曲
夜
、
発
、
舜
、
高
等

の
世
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
瑞
群
は
古
代
文
献
に
も
底
火
見
出
さ
れ
、
持
経
比
一

民
、
市
民
一
四
経
治
税
、
定
停
桜
公
一
一
十
二
年
二
一
ニ
〉
の
条
の
間
納
長
は
、
た
い
〉
立
汲
な
烏

に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
札
記
乱
濯
、
口
向
脇
島
応
問
、
准
南
斑
一
茶
、
・
史
記
γ

九
し
有
本

《紀
、
.
天
官
害
等
φ
鳳庖一一
一、
阪
鱗
、
隣
及
、
府
内
露
、
大
線
、
大
娘
、
飽
、
龍
、
受
忍

等
の
出
現
は
、
明
白
に
潟
群
で
あ
り
、
と
の
よ
う
な
瑞
祥
思
想
は
、
秦
漢
を
透
じ

隆
盛
を
極
め
た
ハ
一
五
)
。
緯
警
は
と
の
集
大
成
の
如
き
矧
慨
が
あ
る
。
そ
れ
は
陳
繋

氏
三
六
)
が
、
「
原
夫
符
瑞
思
想
、
木
輿
五
帝
徳
五
為
因
果
、
有
徳
者
必
有
符
、

是
以
知
其
徳
。
」
と
、
論
や
る
如
く
、
五
帝
徳
説
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
各
王
朝

の
推
移
を
天
の
啓
示
で
あ
る
瑞
鮮
に
よ
り
、
正
当
化
し
よ
う
、
と
し
た
も
の
で
あ

る。

七

瑞
一
昨
の
特
殊
な
形
と
し
て
、
‘
河
図
法
書
記
得
た
体
説
が
あ
り
、
安
帝
に
は
鳳
皇

と
図
、
亀
と
誓
、
章
、
と
図
を
要
素
と
す
る
ご
一
ク
の
粗
削
却
一が
存
す
る
c

叉
伏
義
・

発
・
舜
に
も
、
類
似
の
形
が
見
出
せ
る
。
と
の
河
図
溶
警
も
、
既
に
害
経
願
命
・

論
語
子
卒
、
{
易
繋
辞
(
一
七
〉
等
沈
現
わ
れ
て
い
る
が
、
緯
寄
の
そ
れ
と
は
同
一
一
で

は
な
か
ク
た
よ
う
マ
あ
る
〈
一
八
)
。
辞
書
に
拾
い
て
は
、
「
天
之
将
降
嘉
端
応
、

;
:
凶
乃
見
。
:
:
:
帝
徳
之
総
:
・
:
警
見
尖
」
(
易
乾
襟
度
、
古
経
解
桑
函
木
)

の
如
く
、
帝
王
の
徳
に
応
じ
て
現
わ
れ
る
一
一
種
の
端
鮮
の
場
合
と
、
「
天
子
亡
徴

九
、
聖
人
起
有
八
符
、
:
・
・

'}
川
出
緑
図
、
徒
出
変
態
一
同
」
〈
易
是
類
謀
、
方
向
)
の

如
く
、
聖
一人
・
1
山
者
の
起
る
ャ
っ
と
す
る
前
兆
、
即
ち
識
記
の
場
合
、
と
の
こ
種
が

あ
づ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
の
具
体
的
視
と
し
て
は
、
森
町
秩
遂
斗
枢
、
ず
舛
の
条
に

「
図
以
黄
玉
為
医
、
如
濯
、
長
三
尺
、
広
八
寸
、
厚
一
寸
、
四
ム
口
市
有
戸
、
白
玉

検
、
黄
金
縮
、
芝
為
泥
、
封
雨
錦
、
覚
問
、
天
帝
賀
符
一
弾
五
字
、
広
茨
各
=
一
寸
、
深

四
分
、
鳥
文
。
」
と
あ
り
、
+
誌
の
条
に
も
「
天
赤
布
符
鋭
」
紘
一
可
と
、
祐
徳
を
変
じ

て
存
す
る
。
(
共
御
一党
八
十
一
引
)
こ
れ
は
、
「
天
子
皆
五
布
之
精
、
繁
各
有
組

序
、
次
第
相
嫁
起
、
必
有
初
一
笠
符
紀
」
(
森
山
政
演
孔
図
、
初
洋
記
九
引
〉
に
よ
ク

て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
天
の
五
帝
の
交
代
を
、
各
大
の
精
で
あ
る
帝
王
の
勝
一
示
す

る
文
替
で
あ
り
、
常
に
そ
れ
ら
は
鳳
皇
・
亀
・
誌
等
を
媒
介
と
し
て
授
け
ら
れ

た
c
v
だ
れ
故
、
一
，
五
帝
出
、
受
図
録
」
〈
山
附
寄
附
州
議
診
、
洗
約
安
陸
玉
砕
一
日
引
〉

「
主
者
常
置
凶
録
於
努
、
以
自
立
」
(
春
秋
波
孔
図
、
一
初
製
記
引
)
と
な
る
。
後
者

一(22)ー



に
段
、
ご
具
錠
無
道
、
湯
古
代
之
」
「
娘
日
間
一
蒼
祐
之
子
、
亡
放
者
約
也
」
等
m
V

識

が
含
ま
れ
て
い
た
。
河
図
と
泌
警
は
隊
繋
氏
二
九
〉
が
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
殆

ど
品
一
一
郎
は
認
め
ら
れ
な
い
。

図
・
撃
を
得
た
体
説
は
、
資
帝
の
み
で
は
な
い
が
、
独
r
自
の
も
の
と
し
て
、
河
、

図
に
よ
り
、
「
五
始
」
を
立
て
た
こ
と
が
あ
る
。
と
れ
ば
伏
畿
が
図
に
よ
り
八
卦

を
創
作
し
た
と
す
る
俗
説
〈
乱
含
文
嘉
@
五
行
大
義
五
引
〉
と
並
び
、
春
秋
の
書

法
を
賞
帝
の
創
作
と
な
す
と
と
に
よ
り
、
春
秋
を
桟
威
附
け
よ
う
と
し
た
緯
書
作

者
の
試
み
で
あ
る
ラ
。
こ
の
記
事
は
春
秋
緯
の
み
に
見
ら
れ
る
。

以
上
、
一
般
的
瑞
鮮
と
図
警
に
就
い
て
略
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係

は
、
「
天
応
以
鳥
獣
文
章
。
地
応
以
河
図
治
害
。
」
(
鵡
合
文
嘉
@
易
疏
引
〉
と
、

説
明
し
て
い
る
。
彼
等
は
、
当
時
隆
盛
を
極
め
た
単
純
な
端
、
鮮
の
み
で
は
満
足
出

来
守
、
更
に
複
雑
な
、
更
に
決
定
的
な
図
、
書
に
よ
り
、
帝
王
の
正
統
受
命
を
、

確
間
た
る
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

入

「
吹
体
以
定
姓
」
の
こ
と
は
、
如
柄
、
な
る
資
料
に
よ
ク
、
た
か
、
明
白
で
‘

は
な
い
が
、
回
一
括
昔
話
に
「
凡
寅
一
帯
之
子
二
十
五
{
一
知
、
共
得
姓
十
四
入
、
為
十
二

姓
」
と
島
歩
、
又
一
方
、
呂
覧
古
楽
に
「
土
日
貿
帝
令
伶
倫
作
為
律
」
と
作
器
停
一
説

が
あ
り
、
律
は
十
二
律
で
あ
る
。
と
れ
に
就
い
て
論
宇
る
と
と
は
、
紙
数
の
関
係

で
出
来
な
い
が
ラ
両
者
が
費
料
と
た
づ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

時
分
。

九

以
上
)
総
書
作
者
の
創
作
と
思
わ
れ
る
荒
布
俸
説
の
生
成
過
程
及
び
そ
の
性
格

を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
終
警
に
沿
い
て
は
、
安
帝
の
道
徳
的
、
政
治

的
優
越
性
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
超
越
的
カ
を
借
り
て
絞
の
神
格
化
、

を
獄
み
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
古
代
文
献
を
踏
襲
し
た
停
説
及
び
枝
葉
的
属
性

を
除
く
と
豊
富
た
資
料
を
持
ち
な
が
ら
、
殆
い
と
安
帝
の
特
異
性
は
認
め
難
く

L

他
帝
王
も
同
一
次
元
で
扱
わ
れ
、
同
様
に
神
格
化
さ
れ
て
い
る
。
総
書
は
、
む
し

ろ
か
く
し
て
、
帝
統
を
顕
示
す
る
と
と
が
間
的
で
あ
っ
た
よ
う
で

φ
る
。
で
は
何

故
そ
の
必
要
が
あ
ク
た
か
。
と

¥
A
K
問
揺
と
な
る
の
は
、
終
警
中
の
漠
王
朝
、
判
例

氏
の
位
置
で
あ
る
。
と
れ
は
別
に
詳
論
し
度
い
が
、
そ
の
者
料
は
極
め
て
多
く
、

一
例
を
示
す
と
、

卯
金
刃
為
判
側
、
中
国
一
尻
市
出
荊
州
、
赤
一
知
後
、
次
代
間
じ
〈
恭
秋
涼
孔
凶
、
後
漢

書
問
班
間
停
一
日
引
)

卯
金
刀
帝
出
、
復
品
川
之
常
、
(
中
候
・
公
羊
疏
引
)

と
あ
り
、
漠
王
朝
出
現
の
必
然
を
相
生
的
瓦
徳
一
説
に
よ
り
論
じ
て
い
る
。
か
く
慌

王
朝
存
立
の
基
礎
、
叉
は
劉
氏
棒
カ
の
根
源
を
、
認
識
的
力
に
求
め
る
こ
と
と
み

緯
警
の
意
図
す
る
所
で
あ
り
、
と
の
徹
底
を
期
す
る
為
、
漢
を
蒜
底
と
し
て
布
杯

論
〈
緯
害
以
前
の
帝
統
論
〉
の
体
系
を
作
り
、
と
れ
を
相
生
約
五
徳
説
と
、
そ
れ

を
助
け
る
種
々
の
純
憾
と
に
よ
ク
て
、
理
論
附
け
た
の
で
あ
る
う
。
〈
終
)

(
図
に
こ
の
小
論
は
昭
和
二
十
七
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
助
成
研

究
成
果
の
一
郊
で
あ
る
)

註
(
一
)
陳
捺
氏
「
毅
思
表
漢
方
土
考
論
「
(
歴
史
詩
一
一
一
一
回
集
刊
十
七
一
ふ
)
参
照
。

公
一
)
こ
の
国
数
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
今
は
、
殺
害
を
収
録
せ
る
料
擦
・
科
書
・

七
粋
.
古
徴
繋
.
主
‘Jγ

郭
.
山
向
川
4

掛詰書一品脅一一習一宵胃中候疏託.漢
m仰W
引
叫
締
粋
糾
糾
，
巧
及
び
以
上
に
収
録
せ
ら
れ
ず
、
彼
む
地

に
供
し
、
我
が
国
に
伝
存
し
た
中
国
文
献
又
は
我
が
国
の
文
献
に
残
存
せ
る

粋
警
の
断
片
中
よ
り
拾
集
し
、
明
ら
か
に
同
一
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
外
し

他
は
数
に
加
え
た
。

感
生
説
に
就
い
て
は
、
左
の
論
文
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
レ
る
の
で
、
こ
L

で
は
要
点
の
み
を
記
す
。

際
志
良
氏
「
始
祖
誕
生
与
図
騰
、
正
義
」
(
説
文
月
刊
二
ノ
一
一
)

星
野
恒
氏
「
支
那
天
一
ナ
の
名
義
と
古
代
の
祭
天
」
ハ
史
学
雑
誌
十
六
ノ
一
)

白
鳥
清
氏
「
般
用
感
生
伝
説
の
解
釈
」
ハ
東
洋
学
報
十
六
ノ
}
)

一(23)

(一一一)



出
石
誠
彦
氏
「
上
代
支
那
の
異
常
山
山
県
説
話
に
つ
い
て
「
ハ
民
族
四
ノ
二
)

等
。間

一
多
氏

「
隣
騒
解
話
」
ハ
間
一
多
全
集
一

一)
参
照
0

2
一
)
参
照
。

史
記
以
外
に
一
帯
秋
，
繁
露

・
曲
川
詩
に
も
契

・
后
抑
伎
の
惑
主
帝
設
が
存
す
る
。

加
藤
常
賢
氏
「
設
尚
子
件
-
考
」
ハ
東
洋
の
文
化
と
社
会
第
二
日
明
)
参
照
。

森
一一一樹一一一
郎
氏

「
支
那
古
代
神
話
、

帝
王
感
生
伝
説
」
参
照。

有
議
一
に
は
路
史
に

「
履
大
跡
部
傍
長
崎
皆
」
と
あ
り
、
総
書
の
文
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

(一

O
)

中
村
部
入
-
「
総
警
に
現
わ
れ
た
五
徳
終
始
」

二
ノ
四
)
参
照
。

(
一
一
)
右
問
。

(

問

)

(

主

)

(

六

)

(

七

)

(

八

)

(

九

)

(
中
隠
文
化
研
究
会
論
文
集

イ曾

の

;亘

物

巌

中

ト
i
木
稿
は
中
般
の
録
桁
が
多
額
多
様
に
一
間
一
り
、
「
道
物
論
」

が
共
の
学
的

休
系
の
謀
殺
を
な
し

て
居
る
事
を
明
ら
か
に
せ

ん
と
す
る
も
の
で
・
あ
る

l
i

五
山
総
林
の
瓦
壁
、
一
代
の
学
僧
と
m仰
せ
ら
れ
た
中
巌
の
学
符
は
、
誠
区
一
翌
四

精
到
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
似
そ
の
場
合

3

彼
の
科
い
け
、
既
往
一
論
者
の
二
一
一
向
ふ
如
く
、

決
し
て
単
に
十
門
学
と
か
、
易
一苧
と
か
、
或
は
者
釈
と
か
、
科
朱
仰
が
ふ
と
、
一

郊
に
限

ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
比
の
意
吠
陀
於
て
、
北
村
律
背
博
士
が
、

円
月
の
学
は
、
古
来
諸
磁
の
訟
説
中
」
抱
擁
し
て
.
能
く
之
を
総
合
統
一
し
、
絡

に
儒
仏
の
調
利
融
合
に
帰
し
た
る
者
也
(
五
山
介
入
球
史
稿
〉
ハ
註
1
〉

と
ヰ
一
一
同
づ
て
賭
ら
れ
る
の
に
せ
、
私
点
J
A
1

一川
内
℃
詳
成
す
る
。
所
が
、
同
博
士
本
後

J

i

l

l

品
開
ノ

に
窓
づ
て
、
恰
も
こ
れ
vv
矛
盾
す
る
如
宣
言
説
左
此
い
て
底
ら
九
る
の
は
、
ふ
立
円

(
一
一
一
)

(

一

三

)

(
一
四
)

ハ
一
五
)

(
一
六
)

(
一
七
〉

(
一
八
)

(
一
九
)

ヨム
民間

出
石
誠
彦
氏
「
竜
の
由
来
に
つ
い
て
」
(
東
洋
学
報
十
也
ノ
二
)
参
照
。

同
氏
「
漠
代
の
祥
瑞
思
恕
に
関
す
る
一

一一
考
察
」
(
東
洋
思
怨
研
究
二
)

参
照
。

右
問
。
、

際
紫
氏
「
十
一
一
快
模
開
之
所
諮
符
応
論
陥
」
(
集
刊
十
六
木
)
参
照
。

右
問
。

一
様
訪
問
。
揚
向
宅
氏
ご
こ
皇
考
@
河
関
与

wm警
」
(
北
京
学
報
専
号
之

一ハ)
際
絵
(
氏
は
「
論
早
期
一
部
綿
花J
其
与
制
桁
掛
一
首
之
関
係
」

(
築
刊
二
十

一
本
)

に
お
い
て
河
図
・
治
警
を
二
種
に
分
相
関
し
て
い
る
o

際
採
氏
『
一
誠
緯
釈
名
」
(集刊し
I
T
一
一合

同
氏
「
誠
梓
命
名
及
芙
相
関
之
諮
問
題
」
へ
同
二
十
一
本
一
分
)

参
照
。

一(24)一

えミ

男

;翠

女11

出
来
な
い
。
例
へ
ば

「
与
る
老
荘
を
退
け
孔
~
一
此
を
推
主
」
「
殆
ど
日
仰
の
外
に
出
る

事
な
し
い

「
程北小川
伴
は
げ
社
長
の
迩
な
く
半
ソ
ク
之
に
が
対
の
・
一
止
場
中
町
一
取
っ
た
」
等
の

如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
(
社
…
…
1
)

其
外
、
問
問
主
之
博
士
は
、
先
づ
中
級
の
孔
子

推
傘
を
挙
げ
、
次
い
で
彼
の
中
跨
思
想
が
宋
鈴
の
影
響
で
あ
る
と
な
し
、
そ
れ
と

北
ハ
に
又

「
在
子
左
も
暗
ん
だ
」
と
一一一一川内
J

て
府
ら
れ
る
。
(
阿
木
漢
文
蛤
史
)
〈
山
一
体

3
)

叉
足
利
初
述
氏
は
，
中
巌
は
一
俗
学
に
精
深
、
株
児
科
朱
誌
に
於
て
、
ー
ハ
の
的
火
を
究

め
、
た
・
一
と
な
し
、
彼
の
砕
説
が
総
て
皆
川
任
米
に
弘
一
く
も
の
と
し
て
庖
ら
れ
る
。

(
倣
食
器
一
町
時
代
の
信
教
〉
〈
註

4
〉が
、
私
見
を
以
て
す
れ
ば
仰
れ
も
共
の
一
斑

を
綴
っ
て
み
一
統
を
得
た
い
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ま
之
に

つ
い
て

の
論
説
は
省
絡
す
る
が
、
要
す
る
に
、
彼
の
学
術
思
想
に
は
、
孔
孟
子
忍
・
4

品
荘
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